
「古
こ だ い

代」とよばれる時代です。中国（唐
とう

）の制度に
ならって、律

りつりょう

令に基づき、天
てんのう

皇中心の国
こっ か た い せ い

家体制が整
えられ、奈

な ら

良の平
へいじょう

城京
きょう

に都
みやこ

が作られました（710年）。
市の南西部にある東

ひがしなかやま

中山台
だい

遺
い せ き ぐ ん

跡群（西
にしふな

船他）・印
いんない

内台
だい

遺跡群（西船他）・夏
なつ

見
み

大
おおつか

塚遺跡（夏見）は「下
しもふさの

総国
くに

葛
かつしかぐん

飾郡栗
くりはら

原郷
ごう

」という地名でよばれていました。ま
た船橋市の中心部、宮

みやもと

本にある船
ふなばし

橋大
だいじんぐう

神宮（古代の
意
お

富
お ひ

比神
じんじゃ

社）は平安時代にまつられた古い神社です。
船橋大神宮のあたりは平安時代から室

むろまち

町時代にかけ
て「夏

なつ

見
み

御
みくりや

厨」とよばれ、伊
い せ

勢神
じんぐう

宮（三
み

重
え

県
けん

）が支
配する荘

しょうえん

園になりました。また古代の船橋には東
とうきょう

京
湾
わん

に沿
そ

って東
とうかいどう

海道が通っていました。

●おもな遺跡　印内台遺跡群・東中山台遺跡群
（本

ほんごうだい

郷台遺跡と同じ）は８世紀～ 11 世紀の約 400
年間にあわせて 500 軒

けん

以上
の竪

たてあな

穴住
じゅうきょ

居跡
あと

が発見された
大きなムラの跡

あと

です。

「中
ちゅうせい

世」とよばれ、武
ぶ し

士が支配した時代です。12
世紀末に源

みなもとのよりとも

頼朝が鎌
かまくら

倉に幕
ば く ふ

府を開きました。鎌倉・
南北朝時代、船橋市は千

ち ば

葉氏
し

の勢力のもとにありま
した。
◆貿易がさかんだった　船による中国（北

ほくそう

宋）との
貿易が盛

さか

んに行われました。船橋には海
え

老
び

川
がわ

河口
に湊

みなと

があったようです。船で運ばれた中国の青
せ い じ

磁・
白
は く じ

磁などの高級陶
と う じ き

磁器や国産の陶
と う き

器（常
とこなめ

滑焼
やき

、瀬
せ

戸
と

焼
やき

など）・土
ど き

器などが東
ひがしなかやま

中山台
だい

遺跡群（西
にしふな

船他）、
印
いんない

内台
だい

遺跡群（西船他）、峰
みね

台
だい

遺跡（宮
みやもと

本）で出
しゅつど

土し
ています。
◆お墓も発見　東中山台遺跡群、印内台遺跡群では
12世紀頃

ころ

の地元有力者（身分の高い人）の墓が発見
され、和

わきょう

鏡・短
たんとう

刀などが副
ふくそう

葬されていました。

室町・戦国時代になると、北
ほうじょう

条氏
し

系
けい

の高
た か ぎ

城氏
し

に
支配されました。戦国時代にも海老川河口に湊

みなと

が
あり、また海老川をはさんで東側は五

い つ か い ち ば

日市場（宮

「近
きんせい

世」とよばれる時代で、
徳
とくがわいえやす

川家康が江
え ど

戸に幕
ば く ふ

府を開き
ました（1603 年）。徳川氏
が約 260 年間、全国を支配
しました。

◆船橋に御
ご て ん

殿があった� 	
江戸時代の初め、海

え び が わ

老川の西側、本
ほんちょう

町４丁目には
家康の命令により船

ふ な ば し ご て ん

橋御殿がつくられました。船
橋御殿は、いまの東京ドームよりも広く、面積が約
５万７千㎡もありました。残念ながら江戸時代に取
り壊されましたが、中心部に東

とうしょうぐう

照宮が建てられまし
た。

◆街
かいどう

道もつくられた　船橋には御
お な り

成街道（東
とうがね

金街道）、
佐
さ く ら

倉街道（成
な り た

田街道）、上
か ず さ

総道
みち

（千
ち ば

葉街道）などた
くさんの街道が通っていました。御

お な り

成街道（現在の
本
ほんちょうどお

町通り ) 沿
ぞ

いは船
ふなばし

橋宿
しゅく

という宿
しゅくばまち

場町となり、にぎ
わいました。

●おもな遺跡　千葉県北部には江戸幕府が作った
小
こ が ね

金牧
まき

という広い馬の牧場がありました。市内には
馬を囲

かこ

い込
こ

んだ野
の

馬
ま

土
ど て

手が十数か所残っています（市
指定文化財の下

しも

野
の

牧
まき

二
ふた

和
わ の

野馬
ま

土
ど て

手（土
ど

手
て ぎ わ

際遺
い せ き

跡・二
和小学校前）、高

た か ね

根台
だい

第
だ い に

二小
しょうがっこう

学校敷
し き ち

地内
な い の

野馬
ま

土
ど て

手な
ど）。東

ひがしなかやま

中山台
だい

遺跡群（西
にしふな

船他）では幕
ばくまつ

末のお墓が見
つかりました。市内にはほかに信

しんこう

仰などのために築
かれた塚

つか

が 29基残っています。

５．５．奈奈
な らな ら

良良・・平平
へ い あ んへ い あ ん

安安時時
じ だ いじ だ い

代代
（８世紀～11世紀）（８世紀～11世紀）

６．６．鎌鎌
かまくらかまくら

倉倉・・南南
なんぼくちょうなんぼくちょう

北朝北朝・・室室
むろまちむろまち

町町・・戦戦
せんごくせんごく

国国時時
じ だ いじ だ い

代代
（12世紀～ 16世紀）（12世紀～ 16世紀）

７．７．江江
え どえ ど

戸戸時時
じ だ いじ だ い

代代
（約400年～約 150年前）（約400年～約 150年前）

縄
じょうもんじだい

文時代に入ると地球全体がだん
だん暖

あたた

かくなりました。この頃
ころ

は今
よりも少し温

おんだん

暖で、人々は竪
たてあな

穴住
じゅうきょ

居
に住み、ムラを作り、定住する生活
を始めました。

◆土
ど き

器が使われるようになった！　
狩
か

りや漁をして、木の実や貝をあ
つめ、海や山の恵

めぐ

みを受けた生活
が１万年以上続きました。
この時代、土器が初めて使
われるようになりました。
土器を火にかけて魚や動物
の肉を煮

に

て食べることができるようになり、食生活
が豊かになりました。
◆貝

かいづか

塚ができる　人々が貝を食べたあとに捨
す

てた貝
がらの山が「貝塚」として市内にはたくさん残され
ています。

●おもな遺跡　取
とり

掛
かけ

西
にし

貝塚（飯
は さ

山満
ま

町他・国
くに

指
し て い

定
史
し せ き

跡）は東京湾東岸で一番古い約１万年前の貝塚で
す。飛

とび

ノ
の

台
だい

貝塚（海
かいじん

神中学校他・市指定史跡）は約
8,000 年前の貝塚で、200基

き

を超
こ

える炉
ろ

穴
あな

が見つか
りました。ほかに八

や

栄
さかえ

北
きた

遺跡（夏
なつ

見
み

台
だい

）、古
こ わ だ

和田台
だい

遺跡（新
しん

高
た か ね

根）、飯
は さ

山満
ま

東
ひがし

遺跡（芝
しばやま

山団
だ ん ち

地他）、高
た か ね

根
木
き ど

戸遺跡（高
たかさと

郷小学校他）、海
え び が

老ケ作
さく

貝塚（大
おおあな

穴南
みなみ

）、
宮
みやもと

本台
だい

貝塚（東船橋）、薬
やくえん

園台
だい

貝塚（薬
やく

円
えん

台
だい

）などが
あります。

九州から東北にかけて、日本列島各地で米作りが
始まった時代です。東

あずまちょう

町遺跡から発見された壺
つぼ

の底
には、「稲

いな

モミの痕
あと

」が付いてい
ました。船橋でも米作りをして
いた可能性があります。台地の
下の谷で作っていたのでしょう
か。また銅や鉄などの金属の道
具も使うようになりました。

◆弥
や よ い

生土
ど き

器には縄
な わ め

目がついていた　弥生土器には首
の細い壺や口

くち

が開いた甕
かめ

などさまざまな形がありま
す。また関東地方の弥生土器には縄目のもようがつ
いているものもあり、縄文時代の伝統がうかがえます。

◆ムラの有力者のお墓　夏
なつ

見
み

大
おおつか

塚遺跡ではたくさん
の竪

たてあな

穴住
じゅうきょ

居跡
あと

と、方
ほうけい

形周
しゅう

溝
こう

墓
ぼ

という塚
つか

の周りを溝
みぞ

で
四角く囲んだお墓の跡が見つかっています。

●おもな遺跡　市の北部は小
こ む ろ う え

室上台
だい

遺跡（小
こ

室
むろ

町
ちょう

）・
源
げん

五
ご

台
だい

遺跡（金
かね

堀
ほりちょう

町）など。南部は夏
なつ

見
み

大
おおつか

塚遺跡（夏
見）、夏

なつ

見
み

台
だい

遺跡（夏見台）、取
とりかけにしかいづか

掛西貝塚（飯
は

山
さ

満
ま

町
ちょう

他・国指定史跡）、台
だい

畑
はた

遺跡（飯山満町）、立
た て ば

場遺跡
（金

かなすぎ

杉）など。

大
や ま と

和朝
ちょうてい

廷の時代に
なると各

か く ち い き

地域を治め
ていた有力者たちが
自分たちの力を示す
ために大小の古

こ ふ ん

墳を
作りました。
◆市内に残る古墳（６～７世紀）　市内では住

じゅうたく

宅の工
事などで古墳がこわされて、
あまり残っていません。
最近の調査では、峰

みねだい

台小学
校近くの峰台遺跡で９基

き

の
古墳が発見されました。ほか
に小

こ む ろ

室台
だい

遺跡（小
こ む ろ

室町
ちょう

）で
前
ぜんぽうこうえんふん

方後円墳が見つかり、大
た ち

刀や勾
まがたま

玉などが出
しゅつど

土しま
した。

◆古墳時代のムラも栄えていた！　前
ぜ ん き

期（４世紀）
は西

にし

の台
だい

遺跡（二
ふた

和
わ に し

西）、辺
へ

田
た

台
だい

遺跡（前
まえかいづか

貝塚町
ちょう

）、
台
だい

畑
はた

遺跡（飯
は さ

山満
ま

町
ちょう

）など。
中
ちゅうき

期（５世紀）は白
し ろ い さ き

井先遺跡（小室町）、外
そと

原
はら

遺
跡（田

た き

喜野
の

井
い

）、宮
みやもと

本台
だい

遺跡群（東船橋）、柏
かしあげ

上遺跡
（八

や き

木が谷
や

）、宝
ほうづか

塚遺跡（海
かいじん

神）など。
後
こ う き

期（６世紀）・飛鳥時代（７世紀）は夏
なつ

見
み

台
だい

遺跡 ( 夏
見台 )、海

かいじん

神台
だい

西
にし

遺跡 (海神 )、印
いんない

内台
だい

遺
い せ き ぐ ん

跡群（西
にしふな

船他）、
東
ひがしなかやま

中山台
だい

遺
い せ き ぐ ん

跡群（西船他）、小室台遺跡などで、後期
にはムラの規

き ぼ

模が
大きくなり、合計
200 軒

けん

以上の竪
たてあな

穴
住
じゅうきょ

居跡
あと

が見つかっ
ています。

２．２．縄縄
じょうもんじょうもん

文文時時
じ だ いじ だ い

代代
（約16,000年～約 2,300年前）（約16,000 年～約 2,300年前）

３．３．弥弥
や よ いや よ い

生生時時
じ だ いじ だ い

代代
（（紀紀

きげ ん ぜ んき げ ん ぜ ん

元前元前３３世世
せ い きせ い き

紀紀～～紀紀
き げ んき げ ん

元元後後
ごご

３世紀３世紀半半
なかなか

ば）ば）

４．４．古古
こ ふ んこ ふ ん

墳墳時時
じ だ いじ だ い

代代・・飛飛
あ す かあ す か

鳥鳥時時
じ だ いじ だ い

代代
（３世紀後半～７世紀）（３世紀後半～７世紀）

「栗
くり
」と書かれた墨

ぼく
書
しょ
土
ど き
器

（東中山台遺跡群）
古代の「栗原郷」の郷

ごう
の名が書

かれています。

12世紀の墓に副葬されていた鏡（市指
定文化財・印内台遺跡群）
うるし塗りの箱（表紙の写真）に入れら
れていました。

15 世紀～ 16 世紀を中心と
した土器・やきものなど（東
中山台遺跡群）

海老ヶ作貝塚出土
縄文土器

市内には古代～中世
の道路跡がたくさん
発見されているよ

土器は火に
かけてなべとし
て使ったよ

船橋は東
とうきょうわん

京湾に面して
いて、たくさんの街道
が通っていたよ。水陸
交通の両方がさかん
だったんだよ

弥生時代の
遺跡は市内では
めずらしいよ

市内で初めて発見
された前方後円墳だよ

小室台遺跡の前方後円墳を復元したイメージ図

前方後円墳に副
ふくそう
葬さ

れていた、めのう製
勾玉とガラス小

こだま
玉。

ガラス小玉は直径４
㎜弱の超ミニサイズ
（小室台遺跡）

古代～中
ちゅうせい
世の道

どうろあと
路跡

（本郷台遺跡）
道路は溝

みぞ
を掘

ほ
り、中にかたい土を入れて

作りました。

船橋市の遺跡  船橋市には 206か所の遺跡（埋まいぞうぶんかざいほうぞうち蔵文化財包蔵地）があります
遺跡番号 遺跡名 ふりがな 時代
1 白井先D地点遺跡 しろいさきDちてん

いせき 古墳（中・後）

2 白井先C地点遺跡 しろいさき Cちてん
いせき 古墳（後）

3 白井先 B地点遺跡 しろいさき Bちてん
いせき 古墳（後）

4 白井先A地点遺跡 しろいさき Aちてん
いせき 縄文（早・中）

5 名木遺跡 なあきいせき 古墳～平安
6 上台遺跡 うえだいいせき 縄文（早・前・中・後）・弥

生（後）・古墳（後）
7 池谷津遺跡 いけのやついせき 縄文（後・晩）
8 向塚 むかいづか 中近世
9 小野田遺跡 このだいせき 縄文（中）・古墳（後）
10 請野遺跡 うけのいせき 縄文（後）
11 小野田城跡 このだじょうあと 中近世
12 台遺跡 だいいせき 縄文（中 ･後）・古墳（前）
13 向野遺跡 むかいのいせき 縄文・古墳・平安
14 御竹遺跡 みたけいせき 古墳～平安
15 内堀込遺跡 うちぼっこめいせき 縄文（中）・中世
16 鈴身丸山遺跡 すずみまるやまいせき 縄文（前・中）
17 榿作遺跡 はんのきさくいせき 縄文（後）
18 田向遺跡 たむかいいせき 縄文（後）
19 供養塚群 くようづかぐん 中近世
20 稲荷山塚 いなりやまづか 中近世
21 露作台古墳 つゆさくだいこふん 古墳
22 金堀台貝塚 かねほりだいかいづか 縄文（後・晩）
23 稲荷ヶ作遺跡 いなりがさくいせき 縄文（後）・奈良・平安
24 郷山遺跡 さとやまいせき 縄文・奈良・平安
25 豊富堀込塚 とよとみほりこめづか 古墳
26 遠山遺跡 とおやまいせき 縄文（後）・平安
27 金堀城跡 かねほりじょうあと 中世

28 源五台遺跡 げんごだいいせき
縄文（早・前）・弥生（後）・
古墳（前）・奈良・平安・中
近世

29 牛ヶ作遺跡 うしがさくいせき 平安
30 柏上遺跡 かしあげいせき 縄文・古墳（中）
31 八木ヶ谷城跡 やきがやじょうあと 中世
32 二タ塚遺跡 ふたつかいせき 古墳（前・中）・奈良・平安
33 楠ヶ山十三仏塚 くすがやまじゅうさ

んぶつづか 中近世

34 大穴字松山塚 おおあなあざまつや
まづか 中近世

35 向台遺跡 むこうだいいせき 古墳～平安
36 鎌田遺跡 かまたいせき 古墳～平安
37 中台遺跡 なかだいいせき 縄文・古墳～平安
38 海老ケ作遺跡 えびがさくいせき 縄文（中）
39 海老ケ作北遺跡 えびがさくきたいせき 縄文（中）
40 海老ケ作貝塚 えびがさくかいづか 旧石器時代・縄文（中 ･

後）・近世
41 坪井城跡 つぼいじょうあと 中世
42 中井台遺跡 なかいだいいせき 縄文（中）・古墳～平安・

中世・近世
43 上竹遺跡 うえたけいせき 縄文（中）・奈良・平安・近

世
44 城見山遺跡 じょうみやまいせき 縄文（中）
45 小金下野牧捕込跡 こがねしものまき

とっこめあと 近世

遺跡番号 遺跡名 ふりがな 時代
46 大込遺跡 おおこめいせき 古墳～平安
47 西の台遺跡 にしのだいいせき 旧石器・縄文（早～

中）・古墳（前）
48 オオラント塚 おおらんとづか 中近世

49 立場遺跡 たてばいせき
旧石器時代・縄文（前
～後）・弥生（後）・古
墳・平安

50 高根木戸北貝塚 たかねきどきたかいづか 縄文（中）
51 高根木戸遺跡 たかねきどいせき 縄文（中）
52 古和田台遺跡 こわだだいいせき 縄文（前・中）
53 上高根貝塚 かみたかねかいづか 縄文（後）
54 高根城跡 たかねじょうあと 中世
55 唐沢台貝塚 からさわだいかいづか 縄文（中）
56 飯山満古墳 はさまこふん 古墳
57 上飯山満南貝塚 かみはさまみなみかい

づか 縄文（中）
58 飯山満東遺跡 はさまひがしいせき 縄文（早・前・中・後）
59 取掛貝塚 とりかけかいづか 縄文（前）
60 取掛西貝塚 とりかけにしかいづか 縄文（早・前・中）・弥生
61 米ケ崎城跡 こめがさきじょうあと 中世
62 米ケ崎遺跡 こめがさきいせき 縄文（早）
63 七林遺跡 ななばやしいせき 縄文（早・前）
64 沢之台遺跡 さわのだいいせき 縄文（前・中）
65 細田遺跡 ほそだいせき 縄文（早）
66 ユルギ松遺跡 ゆるぎまついせき 縄文（前・中・後）・弥生

（後）・中近世
67 飯山満西遺跡 はさまにしいせき 縄文（中）
68 上飯山満遺跡 かみはさまいせき 旧石器・縄文（早・中）
69 川ノ上遺跡 かわのうえいせき 旧石器・縄文（中・後）
70 子の神遺跡 ねのかみいせき 縄文（早）・古墳～平安

71 台畑遺跡 だいはたいせき
縄文（早・中）・弥生
（後）・古墳・奈良・平
安・中近世

72 東町遺跡 あずまちょういせき 弥生・古墳・平安・中近
世

73 大日塚古墳 おおひづかこふん 古墳
74 上ホシ遺跡 じょうほしいせき 縄文（早・中・後）
75 薬園台北遺跡 やくえんだいきたいせき 縄文（中）
76 薬園台貝塚 やくえんだいかいづか 縄文（中・後）
77 滝台貝塚 たきだいかいづか 縄文（中・後）
78 中㟽遺跡 なかびょういせき 縄文（中）

79 新山東遺跡 しんやまひがしいせき
旧石器・縄文（早・中・
後）・奈良・平安・中近
世

80 中野木台遺跡 なかのきだいいせき 縄文（早・中・後）・平
安・中近世

81 東駿河台遺跡 ひがしするがだいいせき 縄文（中）・古墳・中世
82 中駿河台遺跡 なかするがだいいせき 中近世
83 西駿河台遺跡 にしするがだいいせき 弥生・古墳～平安・中

世
84 新山遺跡 しんやまいせき 縄文（早・中・後）
85 新山貝塚 しんやまかいづか 縄文・中世
86 佐倉道南遺跡 さくらみちみなみいせき 旧石器・縄文（早・前・

中）・中近世
87 宮本台貝塚 みやもとだいかいづか 縄文（中・後）
88 前原塚古墳 まえばらづかこふん 古墳
89 外原遺跡 そとはらいせき 縄文（早・前・中・後）・

古墳（前・中）・平安

遺跡番号 遺跡名 ふりがな 時代
90 三山貝塚 みやまかいづか 縄文（中・後）
91 八栄北遺跡 やさかえきたいせき 縄文（早・前）・古墳（後）・

平安
92 笹塚古墳 ささづかこふん 古墳

93 夏見台遺跡 なつみだいいせき
旧石器・縄文（早）弥生
（後）・古墳～平安、中近
世

94 夏見台西遺跡 なつみだいにしいせき 縄文（早・前）
95 夏見城跡 なつみじょうあと 中世
96 夏見古墳 なつみこふん 古墳
97 夏見大塚遺跡 なつみおおつかいせき 旧石器・縄文・弥生・古墳

（後）～平安・中世
98 花輪塚古墳 はなわづかこふん 古墳
99 船橋城跡 ふなばしじょうあと 中世
100 八人割遺跡 はちにんわりいせき 旧石器・縄文（中）
101 八人割北遺跡 はちにんわりきたいせき 縄文（中）
102 藤原観音堂貝塚 ふじわらかんのんどう

かいづか 旧石器・縄文（早・中・後）

103 下郷後遺跡 しもごううしろいせき 旧石器・縄文（早・前・中）・
平安

104 法蓮寺山貝塚 ほうれんじやまかいづ
か

旧石器・縄文（前・中・後）・
弥生（中）・古墳・平安

105 下郷遺跡 しもごういせき 縄文（前・中）・古墳・近世
106 中法伝貝塚 なかほうでんかいづか 縄文（中・後）・奈良・平安

～中世
107 坂ノ上遺跡 さかのうえいせき 縄文（中）
108 宮前遺跡 みやまえいせき 縄文（中・後）
109 後貝塚 うしろかいづか 縄文（中・後）
110 前貝塚 まえかいづか 縄文（中・後）・中近世
111 前貝塚堀込貝塚 まえかいづかほりごめ

かいづか 縄文（前・中・後）
112 古作貝塚 こさくかいづか 縄文（中・後）
113 宝塚遺跡 ほうづかいせき 古墳（中）

114 飛ノ台貝塚 とびのだいかいづか
旧石器・縄文（早・前・中）・
古墳（後）～奈良・平安・中
近世

115 行田貝塚 ぎょうだかいづか 縄文（中・後）
116 海神古墳 かいじんこふん 古墳
117 印内古墳 いんないこふん 近世
118 東前貝塚 ひがしまえかいづか 奈良・平安
119 権現台貝塚 ごんげんだいかいづか 奈良・平安
120 御日の前東貝塚 おひのまえひがしかい

づか 古墳～平安
121 御日の前貝塚 おひのまえかいづか 奈良・平安
122 上ボチ貝塚 かみぼちかいづか 古墳 (後）
123 押堀貝塚 おしぼりかいづか 奈良・平安
124 竹の内貝塚 たけのうちかいづか 奈良・平安
125 境海道貝塚 さかいかいどうかいづか 古墳（後）・奈良・平安
126 駒形前貝塚 こまがたまえかいづか 古墳（後）・奈良・平安
127 境海道東貝塚 さかいかいどうひがし

かいづか 奈良・平安
128 山野古墳 やまのこふん 古墳
129 西ヶ崎遺跡 にしがさきいせき 古墳（後）・奈良・平安・中

世
130 荒屋敷貝塚 あらやしきかいづか 奈良・平安
131 荒屋敷南貝塚 あらやしきみなみかい

づか 奈良・平安

遺跡番号 遺跡名 ふりがな 時代
132 小栗原城跡 おぐりはらじょうあと 中世
133 峰台古墳 みねだいこふん 古墳
134 上戸貝塚 じょうごかいづか 奈良・平安
135 木駄橋遺跡 きだはしいせき 縄文（早・前・中・後）・平

安・中近世
136 出戸遺跡 でどいせき 縄文（中）
137 丸山遺跡 まるやまいせき 縄文・古墳
138 北之崎遺跡 きたのさきいせき 縄文、奈良・平安、中

世
139 薬園台南貝塚 やくえんだいみなみか

いづか 縄文（中・後）
140 土手際遺跡 どてぎわいせき 近世
141 高木遺跡 たかぎいせき 縄文（前・中）・弥生・中

近世
142 南堀込遺跡 みなみほりこめいせき 縄文（中・後）
143 西之広遺跡 にしのひろいせき 縄文（中）
144 ついじ台貝塚 ついじだいかいづか 縄文（中）・中世
145 海神台西遺跡 かいじんだいにしいせ

き
旧石器・縄文・古墳（後）
～平安・中近世

146 八木ヶ谷遺跡 やきがやいせき 近世
147 西福寺境内遺跡 さいふくじけいだいい

せき 中世
148 八木ヶ谷王子遺跡 やきがやおうじいせき 中世
149 楠ヶ山館跡 くすがやまやかたあと 中世
150 金杉城跡 かなすぎじょうあと 中世
151 藤原北貝塚 ふじわらきたかいづか 縄文（前）
152 本郷台遺跡 ほんごうだいいせき 古墳・奈良・平安・中近

世
153 印内遺跡 いんないいせき 奈良 ･平安
154 上谷津遺跡 かみやついせき 縄文（中・後）・平安
155 西ヶ堀込遺跡 さいがほりこめいせき 旧石器・縄文（中・後）・

中世
156 古作中台遺跡 こさくなかだいいせき 旧石器・奈良・平安・近

世・近代
157 飯山満遺跡 はさまいせき 旧石器・縄文（早・前・

中）・弥生（後）古墳（前）
158 高郷遺跡 たかさといせき 縄文（早）
159 中野木向遺跡 なかのきむかいいせき 縄文・奈良・平安・近世
160 峰台遺跡 みねだいいせき 古墳・奈良・平安・中世・

近世
161 北本町二丁目遺跡 きたほんちょうにちょ

うめいせき 旧石器・縄文（中）

162 向遺跡 むかいいせき 旧石器・縄文（前）・奈
良・平安

163 島田台向原遺跡 しまだだいむかいはら
いせき 古墳（中）

164 四街道遺跡 よつかいどういせき 縄文（中）・奈良・平安
165 坪井向遺跡 つぼいむかいいせき 縄文（中・後）
166 小室八幡神社塚 こむろはちまんじん

じゃづか 中近世

167 小野田町所在塚 このだちょうしょざい
づか 中近世

168 車方町所在塚 くるまがたちょうしょ
ざいづか 中近世

169 豊富町所在塚 とよとみちょうしょざ
いづか 中近世

170 楠ヶ山墓地塚 くすがやまぼちつか 中近世
171 大穴庚申塚 おおあなこうしんづか 中近世

遺跡番号 遺跡名 ふりがな 時代
172 大穴北五丁目所在塚 おおあなきたごちょう

めしょざいづか 中近世
173 大穴カネ塚 おおあなかねづか 中近世
174 楠ヶ山町所在塚 くすがやまちょうしょ

ざいづか 中近世

175 八木ヶ谷出羽三山塚 やきがやでわさんざん
づか 中近世

176 八木ヶ谷五丁目所在
塚

やきがやごちょうめ
しょざいづか 中近世

177 八木ヶ谷上人塚 やきがやしょうにんづか 中近世
178 八木ヶ谷カネ塚 やきがやかねづか 中近世
179 南三咲シシ見塚 みなみみさきししみづか 中近世
180 高根シシ見塚 たかねししみづか 縄文・中近世
181 七熊庚申塚 ななくまこうしんづか 中近世
182 カネンド塚 かねんどづか 近世
183 宮本六丁目所在塚 みやもとろくちょうめ

しょざいづか 中近世

184 海神五丁目所在塚 かいじんごちょうめ
しょざいづか 中近世

185 三山五丁目所在塚 みやまごちょうめしょ
ざいづか 中近世

186 神揃場塚 かみそろいばづか 中近世
187 船橋御殿跡 ふなばしごてんあと 古墳（前）・近世

188 源七山遺跡 げんしちやまいせき
旧石器、縄文（早・前・
中・後）、奈良、平安・
中近世

189 古作堀込遺跡 こさくぼっこみいせき 奈良・平安
190 藤崎台遺跡 ふじさきだいいせき 縄文（早）
191 北台次遺跡 きただいつぐいせき 縄文（早）・古墳（後）
192 大仲台遺跡 おおなかだいいせき 旧石器・縄文・中世
193 外山遺跡 そとやまいせき 縄文（中）・中近世
194 宮下田遺跡 みやしただいせき 縄文（早・前・中）、中

近世
195 辺田台遺跡 へただいいせき 縄文（前）・古墳（前・

中・後）
196 内之原遺跡 うちのはらいせき 縄文（早）
197 北台次南遺跡 きただいつぐみなみい

せき 古墳（後）
198 海老ヶ作東遺跡 えびがさくひがしいせき 縄文（中）
199 大山遺跡 おおやまいせき 縄文（中）

200 高根台第二小学校敷
地内野馬土手

たかねだいだいにしょ
うがっこうしきちない
のまどて

近世

201 天沼遺跡 あまぬまいせき 古墳、奈良・平安
202 竹之越遺跡 たけのこしいせき 古墳
203 大穴北四丁目野馬土

手
おおあなきたよんちょ
うめのまどて 近世

204 桑納川遺跡群 かんのうがわいせきぐ
ん

縄文（前）・古墳・奈
良・平安・中近世

205 大込野馬土手 おおこめのまどて 近世
206 柏井・藤原野馬土手 かしわい・ふじわらの

まどて 近世

今よりも気温が低く寒い最
さいしゅうひょうき

終氷期にあたります。
大陸と陸続きだったので、ナウマンゾウや野牛など
の大型動物が日本へ渡

わた

ってきました。人々は集団で
動物を追いかけて、移動しながら狩

か

りをして生活し
ていました。
◆石

せ っ き

器が出土　この時代は日本ではまだ土
ど き

器が使わ
れていませんが、遺跡からはたくさんの石器（旧石
器）が見つかっています。石器は動物をしとめたり、
肉や骨

ほね

を切るための道具です。この時代は石器をつ
くる技術が発達しました。

●おもな遺跡　印
いんない

内台
だい

遺跡群（西
にしふな

船他）、向
むかい

遺跡
（行

ぎょうだ

田）、西
にし

の台
だい

遺跡（二
ふ た わ に し

和西）、八
はちにん

人割
わり

遺跡（藤
ふじわら

原）、
海
かいじん

神台
だい

西
にし

遺跡（海神）、小
こ む ろ

室台
だい

遺跡
（小

こむろちょう

室町）、源
げんしちやま

七山遺跡（坪
つ ぼ い に し

井西）など。

１．１．旧旧
き ゅ う せ っ きき ゅ う せ っ き

石器石器時時
じ だ いじ だ い

代代
（約35,000年～約 16,000 年前）（約35,000 年～約 16,000 年前）

ナウマンゾウや
野牛を追いかけ
ていたよ 西の台遺跡出土

旧石器（槍
やりさきがたせんとうき
先形尖頭器）

弥生時代後
こうき
期の土器（夏見大塚遺跡）

本）、西側は九
ここのか

日市
い ち ば

場（本
ほんちょう

町）とよばれて定期的な市
いち

が立ち、船橋の中心部として栄えました。
●おもな遺跡　印内台遺跡群・東中山台遺跡群・峰
台遺跡・ユルギ松遺跡（飯山満町）などで「掘

ほり

込
こめがた

型
屋
や し き

敷」という大きな屋
や し き

敷跡
あと

が見つかっています。こ
のような屋敷は地

ぢ

侍
ざむらい

とよばれる地
ち い き

域の有力者の住ま
いです。
●おもな城

しろあと

跡　市内には 14か所の城や館
やかた

跡
あと

が残っ
ています。金

かなすぎ

杉城
じょうあと

跡（金
かなすぎ

杉）・坪
つ ぼ い

井城
じょうあと

跡（中
な か い

井台
だい

遺跡
の一部・坪

つ ぼ い

井町
ちょう

）では城の堀
ほり

が発見されました。

南北 52m×東西約 29m。面積 1,508㎡
戦国時代の掘込型屋敷復元イメージ図（東中山台遺跡群）

屋敷をかこむ
土
どるい
塁

井戸

入口

15世紀～ 16世紀の馬のお墓（本
ほんごうだい
郷台遺跡）

10歳
さい
前後のメスの馬で、体高は 128㎝です。

中世の馬は小さかった！
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